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第２回分科会における委員からのご発言（要旨）

【人事評価】
〇 国の報告書でもタレントマネジメントシステムが課題として上がっているが、人事評価制度が整っ

ていない自治体もあり、まずは、人事評価を含めた人事管理の仕組みを作っていく必要がある。

〇 各市町村でどのような人事評価システムを持っていて、職員の満足度ややりがいなど、しっかりと
機能しているかを見てみたい。

【各自治体の実態把握】
〇 外からみる組織についての分析はこれまでにもあるが、人事は組織内での奥義で外には出てこな

かったので、ノウハウを共有するなど、共に取り組む姿勢が必要である。そのためには、まずは、ど
のような人がどこに配置されているのかといった実態を把握していくということではないか。

〇 各自治体が人材戦略のどのような所で悩んでいるかを検討し、自治体の悩みに応えるような報告書
が出ると良い。

【管理職の確保・支援など】
〇 自治体では、管理職の確保が課題となっている。昇任試験を実施している団体は約２割あるが、管

理職試験を受ける人が少なくなっているという自治体もあり、管理職がやりがいがあるように見えな
い、ライフワークバランスがとれないというネガティブなイメージを持っているようである。管理職
の確保、育成、管理職への支援体制が、今後検討していく上で大きな課題である。

〇 管理職に焦点をあてた議論は必要である。親会の時に、職員のマネジメントに関するデータがあっ
たかと思う。女性が管理職になりたくない理由は、昭和型の管理職をイメージしているためであり、
管理職のアップデートが必要である。

※事務局が議事録を基に要約したものであり、実際の委員の発言とは異なることに留意。



2

地方公共団体における人事評価について（調査結果①）
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地方公共団体における人事評価について（調査結果②）
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地方公共団体における人事評価について（通知）
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⼈事評価制度を活⽤した⼈材育成の事例（福岡県飯塚市） 地方公共団体における
人材マネジメント推進のための
ガイドブック（令和５年３月）より
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⼈事評価制度を活⽤した⼈材育成の事例（岐⾩県） 地方公共団体における
人材マネジメント推進のための
ガイドブック（令和５年３月）より


